






〔結論〕 

1.抗血小板剤の投与により,ネフローゼ患者の FENa 低下を防止する効果があり,浮腫抑制

がみられた。 

2.この効果は,前投薬で著効を示し,浮腫出現後での効果は,軽微であった。 

3.効果発現の機序は,蛋白尿抑制による二次的効果というよりは,何らかの trigger を断ち

切ることによる直接効果と考えられ,おそらく腎血管拡張作用が,このような効果をもたら

していると推則された。 


